
令和７年度かながわ食の安全・安心キャラバンｉｎ小田原 アンケート集計結果 

 

アンケート回答者数：15 名（講座参加者数：16 名、回答率：94％） 

 

問１ 本日の講座を、何でお知りになりましたか。 

    
＊その他：職場の案内 

 

問２ 本日の内容はいかがでしたか。 

    

［具体的なご意見、ご感想］ 

・ 仕事する上で必要な情報や知識が得られたので良かった。必要な情報が知れるので、定期

的に開かれているのでまた行きたいと思う。 

・ 色々な実験データが示されていて理解しやすかった。 

・ 食中毒予防の方法はだいたい同じ様なことを聞く事が多かったけれど、今回は細部にわた

って聞けたのが良かった。 

・ 再認識することが多くあった。分かっているけれど実践していなかったかもしれない。 

・ 手洗いは子供に大人気だと思った。 
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食の安全・安心キャラバンのチラシ
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神奈川県のX（旧Twitter）
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無回答



 

問３ 受講前と比べて、食中毒予防についての理解は深まりましたか。 

    
 

 

問４ 食の安全・安心に関する事柄について関心があるものは何ですか。 

（最大３つまで選択） 

 

「汚染化学物質」とは、食品に意図せずに含まれる有害な物質（カドミウム、水銀、ダイオキシンなど）をいいます。  
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食中毒

食品表示

食物アレルギー

食品添加物

いわゆる健康食品

遺伝子組み換え食品

輸入食品

ゲノム編集技術応用食品

ＢＳＥ（牛海綿状脳症）

豚熱（CSF)

ジビエ（イノシシ、シカなどの野生鳥獣の肉）

汚染化学物質

抗生物質など家畜や養殖魚に使われる薬

食品中の放射性物質

残留農薬

HACCP（危害分析重要管理点）による製造管理

その他

関心のある項目はない

無回答



 

問５ 食の安全・安心に関する事項についてどのように情報を調べていますか。 

（最大３つまで選択） 

    

 

問６ 現在、流通している食品は安全だと思いますか。 
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書籍、雑誌

テレビ・ラジオ（ニュース、情報番組）

インターネット（ニュース、記事）

SNS

国や地方自治体のホームページやリーフレット等

食品関連事業者（生産者、製造者、販売者等）…
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特に調べない、わからない

無回答
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どちらかといえば安全だと思う

どちらともいえない

どちらかといえば不安に思う

不安に思う

わからない

無回答



 

問７ 現在、流通している食品が安全だと思う理由は何ですか。（最大２つまで選択） 

    

 

問８ 現在、流通している食品に対して不安に思う理由は何ですか。（最大２つまで選択） 
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普段食べていて、体の調子が悪くなるなど健康を害することがないから

食品の表示（例えば、原材料や食品添加物）などをチェックして、信頼

できるものを選んで食べているから

食品の安全性に関する情報が多く提供されているから

食品関連事業者（生産者、製造者、販売者等）を信頼しているから

国や地方自治体が食品関連事業者を監視や検査をしているから

食品の安全性について法律で規制されているから

その他

安全だとは思わない

無回答
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食品添加物の安全性に不安がある

残留農薬、残留動物用医薬品の安全性に不安がある

食品の放射能汚染に不安がある

輸入食品の安全性に不安がある

食品関連事業者における食品の取扱い方に不安がある

食品関連事業者への行政の監視や検査が不十分である

食品の表示内容が理解しづらい

食品の安全性に関する情報の提供が不十分である

その他

不安はない。

無回答



 

問９ 県では食の安全・安心に関する講座を定期的に開催しています。どのようなものであれば

参加を検討しますか。（最大２つまで選択） 

   

 

問 10 年代を教えてください。 

    

 

以上 
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近隣の会場に集合し、講師が目の前で講義する形式の講座

インターネットで視聴する形式の講座（ライブ配信）

インターネットで動画を視聴する形式の講座（期間限定配

信）

講義だけでなく、手洗い等の体験ができる形式の講座

講義だけでなく、工場の見学ができる形式の講座

学生などの若者や小さな子供向けの講座

その他

無回答
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８０歳以上

無回答


